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悠
遊
３
１
号
に
池
松
さ
ん
が
書
か
れ
て
い
る
花
魁
道
中
な
る
も
の
に
、
東
北
旅
行
の
際
某
地
で
出
会
っ
た
。

失
礼
な
が
ら
ど
う
せ
田
舎
の
お
祭
り
の
出
し
物
だ
ろ
う
と
高
を
括
っ
て
見
物
人
の
並
び
の
中
に
入
っ
た
。
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
出
演
は
黒
沢
尻
歌
舞
伎
保
存
会
、
ア
マ
チ
ュ
ア
な
が
ら
海
外
公
演
の
経
験
も
あ
る
一
座
だ
と
紹

介
す
る
。 

 

花
魁
道
中
と
は
名
の
あ
る
大
夫
が
自
分
を
指
名
し
た
客
を
迎
え
に
引
手
茶
屋
に
向
か
う
と
き
の
行
列
で
、

数
あ
る
廓
の
し
き
た
り
の
中
で
、
最
も
大
が
か
り
か
つ
馬
鹿
馬
鹿
し
い
も
の
で
、
疑
似
嫁
入
り
行
列
だ
と
い

う
説
も
あ
る
。 

今
回
出
会
っ
た
の
は
大
夫
が
二
人
、
総
勢
２
０
人
の
大
デ
レ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。 

先
頭
は
大
夫
の
所
属
の
妓
楼
の
名
入
り
の
高
張
提
灯
を
掲
げ
た
男
衆
二
人
。 

続
い
て
金
棒
引
き
二
人
、
五
尺
あ
ま
り
で
手
元
に
金
属
の
輪
の
つ
い
た
金
棒
で
地
面
を
突
い
て
、
音
で
道

中
の
到
来
を
知
ら
せ
る
。
時
に
こ
の
棒
で
無
頼
の
輩
を
追
い
払
っ
た
り
も
し
た
。 

大
夫
の
身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
少
女
、
禿
が
二
人
大
夫
の
小
物
を
持
っ
て
続
く
。 

大
夫
の
名
前
を
書
い
た
箱
提
灯
を
持
っ
た
提
灯
持
ち
に
導
か
れ
て
や
っ
と
大
夫
の
登
場
と
な
る
。 

巨
大
な
髷
の
高
島
田
に
煌
び
や
か
な
簪
、
帯
は
前
に
大
き
く
垂
ら
し
て
そ
の
豪
華
さ
を
見
せ
び
ら
か
す
ま

な
板
と
い
う
結
び
方
。
素
足
で
見
物
人
に
高
い
足
駄
の
底
を
見
せ
る
外
八
文
字
と
い
う
歩
き
方
で
や
っ
て
く

る
。
外
八
文
字
は
四
拍
子
二
小
節
が
セ
ッ
ト
で
時
速
は
せ
い
ぜ
い
数
百
メ
ー
ト
ル
、
一
人
で
は
歩
け
な
い
の

で
脇
に
肩
貸
し
と
い
う
役
割
の
男
衆
が
い
て
大
夫
を
支
え
る
。
後
ろ
か
ら
笠
差
し
が
、
大
夫
に
笠
を
差
し
か

け
る
。 

さ
ら
に
禿
二
人
、
提
灯
持
ち
が
続
い
て
も
う
一
人
の
大
夫
。
続
い
て
新
造
４
人
。
若
い
遊
女
で
着
物
も
頭

の
造
り
も
太
夫
よ
り
地
味
、
江
戸
褄
が
ひ
と
り
混
じ
る
。 

最
後
は
遣
り
手
婆
。
禿
、
新
造
時
代
か
ら
廓
で
三
千
年
の
甲
羅
を
経
た
凄
腕
の
支
配
人
で
あ
る
。 

こ
の
一
座
が
茶
屋
に
繰
り
込
ん
で
酒
席
を
設
け
、
頃
合
い
を
み
て
ま
た
逆
コ
ー
ス
で
今
度
は
客
と
一
緒
に

大
夫
の
妓
楼
に
戻
る
。 

 

今
回
見
た
も
の
は
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
各
地
の
花
魁
道
中
に
比
べ
、「
元
禄
花
見
踊
り
」

に
合
わ
せ
て
の
統
制
も
見
事
で
優
美
で
あ
り
、
黒
沢
尻
歌
舞
伎
畏
る
べ
し
と
思
っ
た
。 

 


